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特 集 シリーズ

5リッター少水量散布という
除草技術がもたらす経営的可能性

ラウンドアップ
マックスロード

　

本
誌
で
は
、
２
０
１
９
年
6
月
号
で 

「
ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
の
風
評
を
正
す
」、
続

く
7
月
号
で
は
「
さ
ら
に
ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ

プ
の
風
評
を
正
す
」
と
い
う
特
集
を
組
ん

だ
。
ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
（
有
効
成
分
：
グ

リ
ホ
サ
ー
ト
）
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
批

判
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
世
界
中
の
規
制
当
局

よ
り
他
に
類
を
見
な
い
ほ
ど
多
数
の
検
証

が
行
な
わ
れ
、「
現
時
点
で
は
グ
リ
ホ
サ

ー
ト
に
発
が
ん
性
は
認
め
ら
れ
ず
、
ラ
ベ

ル
表
示
さ
れ
た
方
法
に
従
い
適
正
に
使
用

す
る
限
り
、
ヒ
ト
及
び
環
境
に
対
し
悪
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
な
い
」（
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
環
境
保
護
庁
）
と
い
う
見
解
が
示

さ
れ
て
い
る
。
逆
に
い
え
ば
、
最
も
安
全

性
の
高
さ
が
検
証
さ
れ
た
除
草
剤
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
へ

の
風
評
被
害
は
収
ま
ら
な
い
。
良
識
あ
る

農
業
者
の
経
営
に
支
障
を
来
す
こ
と
に
も

な
り
か
ね
な
い
と
の
判
断
か
ら
の
先
の
特

集
だ
っ
た
。

　

そ
れ
を
受
け
て
当
社
で
は
、
食
と
農
に

関
す
る
情
報
を
フ
ェ
ア
な
立
場
で
提
供
す

る
サ
イ
ト
「
Ａ
Ｇ
Ｒ
Ｉ 

Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｔ
」
を

立
ち
上
げ
た
。

　

そ
う
し
た
な
か
、
今
回
は
グ
リ
ホ
サ
ー

ト
系
除
草
剤
全
般
で
は
な
く
、
三
世
代
目

の「
ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
マ
ッ
ク
ス
ロ
ー
ド
」

に
焦
点
を
絞
っ
た
企
画
を
届
け
る
こ
と
に

し
た
。
こ
の
製
剤
だ
か
ら
こ
そ
実
現
で
き

る
、
専
用
ノ
ズ
ル
「
ラ
ウ
ン
ド
ノ
ズ
ル
Ｕ

Ｌ
Ｖ
５
」
ブ
ー
ム
ス
プ
レ
ー
ヤ
用
を
用
い

た
、
従
来
の
約
20
分
の
1
と
い
う
散
布
水

量
に
よ
る
少
量
散
布
（
５
ℓ
／
10
ａ
）
が
、

除
草
技
術
の
経
営
的
可
能
性
に
満
ち
あ
ふ

れ
て
い
る
と
認
め
た
た
め
だ
。
以
後
、
不

定
期
で
適
用
作
物
ご
と
に
シ
リ
ー
ズ
で
も

取
り
上
げ
て
い
く
。

の

ラウンドアップマックスロードを
専用ノズル「ラウンドノズル
ULV5」で散布して雑草に付
着させた様子
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い
ま
や
日
本
一
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
剤
が
多
い
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
ラ
ウ
ン
ド

ア
ッ
プ
。
最
新
の
ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
マ
ッ
ク
ス
ロ
ー
ド
は
三
世
代
目
に
当
た
り
、

世
代
が
代
わ
る
た
び
に
効
果
を
高
め
て
き
た
。
そ
の
ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
マ
ッ
ク
ス

ロ
ー
ド
に
新
技
術
と
し
て
専
用
ノ
ズ
ル
の
ラ
ウ
ン
ド
ノ
ズ
ル
U
L
V
5
が
開
発
さ

れ
た
。
ま
ず
は
こ
の
技
術
的
背
景
に
迫
り
た
い
。

ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ

マ
ッ
ク
ス
ロ
ー
ド
と

新
技
術

吸
収
力
が
違
う 

ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
マ
ッ
ク
ス
ロ
ー
ド

茎
葉
処
理
除
草
剤
の
ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ

プ
（
グ
リ
ホ
サ
ー
ト
系
除
草
剤
）
は
、

最
新
の
ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
マ
ッ
ク
ス
ロ

ー
ド
で
三
世
代
目
に
な
る
。
日
本
で
は

１
９
８
０
年
に
初
代
の
ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ

プ
が
上
市
さ
れ
た
。

「
葉
か
ら
入
っ
て
根
ま
で
枯
ら
す
」「
か

け
た
雑
草
だ
け
枯
ら
せ
る
」「
土
に
落

ち
る
と
効
果
が
な
く
な
る
」「
土
に
落

ち
る
と
微
生
物
に
分
解
さ
れ
る
」「
ア
ミ

ノ
酸
系
除
草
剤
で
高
い
安
全
性
」

こ
れ
ら
は
グ
リ
ホ
サ
ー
ト
系
除
草
剤

全
般
の
基
本
特
性
に
な
る
。
そ
の
初
代

ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
の
有
効
成
分
で
あ
る

グ
リ
ホ
サ
ー
ト
イ
ソ
プ
ロ
ピ
ル
ア
ミ
ン

塩
は
、
特
許
で
保
護
さ
れ
る
期
間
が
過

ぎ
た
た
め
、
た
く
さ
ん
の
会
社
か
ら
同

じ
有
効
成
分
の
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
剤
が
販

売
さ
れ
て
い
る
。

以
後
、
世
代
が
代
わ
る
た
び
に
有
効

成
分
の
塩
基
と
界
面
活
性
剤
が
改
良
さ

れ
る
こ
と
で
効
果
を
高
め
て
き
た
。
ラ

ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
マ
ッ
ク
ス
ロ
ー
ド
に
つ

い
て
は
、
従
来
の
製
剤
に
比
べ
活
性
成

分
の
吸
収
力
が
優
れ
て
い
る
た
め
（
図

１
）、
よ
り
確
実
に
根
ま
で
枯
ら
せ
る
優

位
性
を
持
つ
。
そ
れ
に
よ
っ
て
従
来
品

が
散
布
後
６
時
間
以
内
の
降
雨
に
効
果

が
劣
る
場
合
が
あ
る
の
に
対
し
、
ラ
ウ

ン
ド
ア
ッ
プ
マ
ッ
ク
ス
ロ
ー
ド
は
散
布

後
1
時
間
経
て
ば
確
か
な
効
果
を
発
揮

図１：ラウンドアップは光合成を阻害することで効果を示す。赤色は大きく阻害されたことを意味し、黄色はやや阻害、緑色は阻害されていない状態になる。
ラウンドアップマックスロードは全体に赤色が多く、従来品との吸収力の違いがわかる。
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12農業経営者 2021 年 12 月号

５
は
ど
の
ブ
ー
ム
ス
プ
レ
ー
ヤ
に
も
適

合
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
㈱
丸
山
製
作

所
製
を
中
心
に
一
部
機
種
に
限
ら
れ
る

た
め
、
日
産
化
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

推
奨
機
種
を
確
認
さ
れ
た
い
。
な
お
、

バ
ッ
テ
リ
ー
・
人
力
用
の
ラ
ウ
ン
ド
ノ

ズ
ル
Ｕ
Ｌ
Ｖ
５
も
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
さ
れ

て
い
る
（
写
真
２
）。

散
布
に
よ
る
作
業
効
率
の
向
上
に
な

る
。
通
常
散
布
の
１
０
０
ℓ
／
10
ａ
か

ら
５
ℓ
／
10
ａ
へ
と
20
分
の
１
に
削
減

さ
れ
る
こ
と
で
、
い
く
つ
も
の
経
営
的

可
能
性
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
詳

細
は
後
述
の
P
a
r
t
２
に
譲
る
が
、
希

釈
水
量
が
５
０
０
ℓ
の
場
合
、
散
布
面

積
は
他
剤
に
よ
る
通
常
散
布
で
は
０
・

５
ha
に
と
ど
ま
る
も
、
ラ
ウ
ン
ド
ノ
ズ

ル
Ｕ
Ｌ
Ｖ
５
だ
と
10​

ha
と
20
倍
を
こ
な

せ
る
。
10​

ha
分
の
給
水
回
数
は
20
回
か

ら
１
回
に
、
同
じ
く
給
水
時
間
は
１
回

を
約
10
分
と
し
て
計
算
す
る
と
約
３
時

間
か
ら
約
10
分
に
激
減
す
る
（
図
２
）。

つ
ま
り
、
１
回
の
給
水
で
大
面
積
を
散

布
で
き
る
た
め
、
給
水
場
所
ま
で
の
移

動
時
間
を
考
慮
し
な
い
比
較
で
も
、
時

間
や
人
員
の
削
減
が
可
能
に
な
る
。

ノ
ズ
ル
は
ヤ
マ
ホ
工
業
㈱
と
日
産
化

学
㈱
が
共
同
で
約
10
年
の
歳
月
を
要
し

て
開
発
し
た
。
二
つ
の
ノ
ズ
ル
が
一
組

に
な
っ
た
ツ
イ
ン
ノ
ズ
ル
方
式
を
採
用

し
て
お
り
、
５
ℓ
／
10​

ha
の

少
水
量
で
も
均
一
な
粒
子
径

と
十
分
な
散
布
幅
を
確
保
で

き
る
よ
う
設
計
さ
れ
て
い

る
。
粒
子
径
は
細
か
い
ほ
ど

効
果
が
安
定
す
る
が
、
ド
リ

フ
ト
の
危
険
性
が
増
す
。
逆

に
、
安
全
性
を
重
視
し
て
粒

子
径
を
大
き
く
す
る
と
効
果

が
犠
牲
に
な
る
。
こ
の
相
反
す
る
作
用

を
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
で
両
立
さ
せ
た
。

除
草
剤
は
薬
剤
の
種
類
に
よ
っ
て
比

重
や
粘
度
、
表
面
張
力
と
い
っ
た
物
性

が
異
な
る
。
ラ
ウ
ン
ド
ノ
ズ
ル
Ｕ
Ｌ
Ｖ

５
は
ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
マ
ッ
ク
ス
ロ
ー

ド
の
物
性
に
だ
け
適
合
す
る
よ
う
開
発

さ
れ
て
お
り
、
同
剤
と
の
セ
ッ
ト
で
の

み
最
適
な
ス
プ
レ
ー
パ
タ
ー
ン
を
具
現

化
で
き
る
。
つ
ま
り
、
他
の
除
草
剤
で

ラ
ウ
ン
ド
ノ
ズ
ル
Ｕ
Ｌ
Ｖ
５
を
用
い
て

も
効
果
不
足
や
思
わ
ぬ
ド
リ
フ
ト
が
発

生
す
る
た
め
、
そ
の
使
用
は
控
え
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。

ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
マ
ッ

ク
ス
ロ
ー
ド
は
ブ
ー
ム
ス

プ
レ
ー
ヤ
で
の
除
草
作
業

と
な
る
耕
起
前
や
水
田
刈

跡
な
ど
多
く
の
作
物
で
少

量
散
布
（
５
ℓ
／
10
ａ
）

の
農
薬
登
録
を
持
つ
が
、

ラ
ウ
ン
ド
ノ
ズ
ル
Ｕ
Ｌ
Ｖ

す
る
こ
と
が
㈶
日
本
植
物
調
節
剤
研
究

協
会
研
究
所
の
試
験
（
２
０
０
６
年
）

で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
散
布
後
の

ロ
ー
タ
リ
ー
ハ
ロ
ー
な
ど
で
の
耕
起
と

い
う
こ
と
で
は
、
初
代
は
10
日
後
に
可

能
、
二
世
代
目
の
ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
ハ

イ
ロ
ー
ド
が
３
日
後
に
可
能
だ
っ
た
が
、

ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
マ
ッ
ク
ス
ロ
ー
ド
は

翌
日
で
も
可
能
に
な
っ
た
。
散
布
翌
日

で
は
雑
草
は
ま
だ
な
ん
の
症
状
も
示
し

て
い
な
い
よ
う
に
映
る
が
、
実
際
は
薬

液
が
し
っ
か
り
と
吸
収
さ
れ
て
根
ま
で

移
行
し
て
い
る
た
め
、
耕
起
で
地
中
に

埋
め
ら
れ
た
雑
草
も
再
生
す
る
こ
と
は

な
い
。
ま
た
、
雑
草
の
活
性
が
低
い
低

温
時
に
散
布
し
て
も
、
朝
露
が
付
い
た

状
態
の
雑
草
に
散
布
し
て
も
、
実
効
性

が
あ
る
こ
と
が
別
の
試
験
で
証
明
さ
れ

て
い
る
。

専
用
ノ
ズ
ル
で 

5
リ
ッ
タ
ー
少
水
量
散
布

ユ
ー
ザ
ー
が
得
ら
れ
る
「
散
布
１
時

間
後
の
雨
に
も
強
い
」「
低
温
時
に
も
強

い
」「
朝
露
に
も
強
い
」
と
い
っ
た
活
性

成
分
の
吸
収
力
が
圧
倒
的
に
違
う
ラ
ウ

ン
ド
ア
ッ
プ
マ
ッ
ク
ス
ロ
ー
ド
の
便
益

に
新
た
に
加
わ
っ
た
の
が
、
専
用
ノ
ズ

ル
の
ラ
ウ
ン
ド
ノ
ズ
ル
Ｕ
Ｌ
Ｖ
５
ブ
ー

ム
ス
プ
レ
ー
ヤ
用（
写
真
１
）を
用
い
た
、

希
釈
水
量
が
５
ℓ
／
10
ａ
と
い
う
少
量

図2：通常散布と少量散布の違い

他剤による
通常散布

ラウンドアップ
マックスロード
によるULV5

での少量散布

希釈水量／10a 100ℓ 5ℓ

散布面積／
希釈水量500ℓ 0.5ha 10ha

給水回数／10ha 20回 1回

給水時間／10ha 約3時間 約10分

注1：給水時間は1回につき約10分で試算。

写真1：散布水量5ℓ/10aという少量散
布を実現するラウンドノズルULV5

写真２：背負噴霧器に装着したラウンドノ
ズルULV5バッテリー・人力用
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５
は
ど
の
ブ
ー
ム
ス
プ
レ
ー
ヤ
に
も
適

合
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
㈱
丸
山
製
作

所
製
を
中
心
に
一
部
機
種
に
限
ら
れ
る

た
め
、
日
産
化
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

推
奨
機
種
を
確
認
さ
れ
た
い
。
な
お
、

バ
ッ
テ
リ
ー
・
人
力
用
の
ラ
ウ
ン
ド
ノ

ズ
ル
Ｕ
Ｌ
Ｖ
５
も
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
さ
れ

て
い
る
（
写
真
２
）。

回
と
同
等
の
効
果
が
得
ら
れ
る
。

慣
行
を
疑
い
、
思
考
停
止
に
陥
ら
な

い
。
こ
れ
が
経
営
課
題
の
本
丸
で
あ
り
、

そ
こ
か
ら
派
生
的
に
経
営
的
可
能
性
が

浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

経
営
的
可
能
性
①

生
産
費
の
削
減

図
３
の
ケ
ー
ス
で
は
耕
起
慣
行
区
の

耕
起
回
数
が
３
回
に
な
っ
て
い
た
。
こ

こ
に
二
つ
の
経
営
課
題
が
潜
ん
で
い
る
。

第
一
に
生
産
費
の
問
題
に
な
る
。

耕
起
で
雑
草
は
防
げ
て
も
、
ト
ラ
ク

タ
ー
の
燃
料
代
や
ロ
ー
タ
リ
ー
ハ
ロ
ー

の
消
耗
部
品
で
あ
る
耕
耘
爪
の
費
用
、

作
業
速
度
が
時
速
２
・
５
㎞
と
遅
い
こ

と
に
伴
う
人
件
費
の
増
大
と
、
生
産
費

は
10
ａ
当
た
り
３
３
０
０
円
か
か
る（
図

４
）。
し
か
も
、
作
業
回
数
は
３
回
の
た

め
、
合
計
す
る
と
９
９
０
０
円
と
な
る

（
図
５
）。

追
加
さ
れ
て
計
４
回
の
作
業
に
な
る
と

解
釈
す
る
の
が
一
般
的
だ
ろ
う
。
繰
り

返
し
の
説
明
に
な
る
が
、
そ
う
で
は
な

い
。
前
半
の
耕
起
の
２
回
分
が
な
く
な

り
、
散
布
後
に
耕
起
が
１
回
入
る
だ
け

で
、
計
２
回
の
作
業
で
慣
行
の
耕
起
３

慣
行
を
疑
え

図
３
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
こ
れ

は
、
兵
庫
県
姫
路
市
の
農
業
生
産
法
人

で
２
０
２
１
年
に
実
施
し
た
移
植
水
稲

の
雑
草
管
理
作
業
軽
減
試
験
の
作
業
経

過
に
な
る
。
耕
起
慣
行
区
で
は
、
雑
草

管
理
の
目
的
で
４
月
８
日
、
５
月
27
日
、

６
月
14
日
と
３
回
に
わ
た
っ
て
ロ
ー
タ

リ
ー
ハ
ロ
ー
で
作
業
し
、
代
掻
き
へ
つ

な
い
だ
。
一
方
、
ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
マ

ッ
ク
ス
ロ
ー
ド
処
理
区
で
は
、
３
～
５

月
に
一
度
も
耕
起
せ
ず
、
６
月
１
日
に

散
布
し
た
う
え
で
６
月
14
日
に
１
回
だ

け
ロ
ー
タ
リ
ー
ハ
ロ
ー
を
か
け
た
。

そ
れ
で
は
経
営
課
題
を
あ
ぶ
り
出
し

て
み
た
い
。

耕
起
慣
行
区
は
、
水
稲
を
移
植
す
る

ま
で
の
間
に
い
つ
も
ど
お
り
、
耕
起
を

４
月
か
ら
１
カ
月
に
１
回
の
頻
度
で
計

３
回
挟
ん
で
い
る
。
図
内
の
黄
色
で
示

し
た
雑
草
管
理
期
間
内
の
作
業
回
数
と

し
て
は
３
回
に
な
る
。
反
対
に
、
ラ
ウ

ン
ド
ア
ッ
プ
マ
ッ
ク
ス
ロ
ー
ド
処
理
区

は
、
散
布
と
６
月
14
日
の
耕
起
で
、
雑

草
管
理
期
間
内
の
作
業
回
数
は
２
回

と
、
耕
起
慣
行
区
に
比
べ
1
回
少
な
い
。

耕
起
回
数
だ
と
２
回
減
と
な
る
。
ど
ち

ら
も
代
掻
き
に
至
る
条
件
は
ほ
ぼ
変
わ

ら
な
か
っ
た
。
除
草
の
慣
行
が
耕
起
の

農
業
者
で
あ
れ
ば
、
散
布
と
聞
い
た
途

端
、
耕
起
が
３
回
の
と
こ
ろ
に
散
布
が

除
草
技
術
と

経
営
的
可
能
性

通
常
、
除
草
と
い
う
と
播
種
ま
で
の
間
は
ロ
ー
タ
リ
ー
ハ
ロ
ー
や
プ
ラ
ウ
で
耕
起

し
て
対
処
す
る
こ
と
が
多
い
。
前
作
の
収
穫
後
か
ら
の
期
間
が
長
け
れ
ば
そ
の
回

数
も
増
す
。
コ
メ
単
作
の
移
植
栽
培
が
好
例
だ
ろ
う
。
ま
た
、
播
種
後
は
土
壌
処

理
除
草
剤
を
散
布
し
た
り
、
そ
こ
に
茎
葉
処
理
除
草
剤
を
混
用
し
て
対
応
す
る
事

例
が
見
ら
れ
る
。
日
本
人
の
美
意
識
が
手
伝
っ
て
い
る
側
面
も
一
理
あ
る
が
、
こ

の
な
か
に
経
営
課
題
が
い
く
つ
も
含
ま
れ
て
い
る
。
ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
マ
ッ
ク
ス

ロ
ー
ド
の
ラ
ウ
ン
ド
ノ
ズ
ル
U
L
V
5
に
よ
る
5
リ
ッ
タ
ー
少
水
量
散
布
を
交
え

て
探
っ
て
み
た
い
。

図３：移植水稲の雑草管理作業軽減試験の作業経過

注１：�兵庫県姫路市で2021年4～ 6月に試験を実施。品種は「やまだわら」。移植期は6月。試験区は10aずつ設置した。
注2：ラウンドアップマックスロード処理区は、ラウンドノズルULV5を装着したハイクリブームを用い、ラウンドアップマックスロー

ドを500㎖/8ℓ/10aで散布。
注3：�雑草管理期間を通しての発生雑草は、スズメノテッポウ、ハコベ、ヤエムグラ等だった。

試験区 冬粗耕起
雑草管理期間

代掻き
耕起① 耕起② R散布 耕起③

ラウンドアップ
マックスロード処理区 12/28 6/1 6/14 6/19

耕起慣行区 12/28 4/8 5/27 6/14 6/19

図４：作業別10a当たり生産費
� （単位：円）	

項目 R散布 耕起

人件費 150 1,000

耕耘爪 2,000

薬剤費 750

燃料代 20 300

合計 920 3,300

Part2
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そ
れ
に
対
し
て
ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
マ

ッ
ク
ス
ロ
ー
ド
処
理
区
で
は
、
薬
剤
費

は
農
業
生
産
法
人
に
一
般
的
な
２
０
０

ℓ
ボ
ト
ル
で
の
５
０
０
㎖
換
算
で
７
５

０
円
に
な
り
、
耕
起
す
る
ト
ラ
ク
タ
ー

の
時
速
２
・
５
㎞
と
比
較
す
る
と
作
業

速
度
は
時
速
３
㎞
と
速
く
、
ま
た
耕
起

幅
が
２
m
に
対
し
て
散
布
幅
は
15​

m
と

7
・
5
倍
の
違
い
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

人
件
費
と
燃
料
代
が
極
め
て
安
価
に
済

ん
で
い
る
。
耕
起
の
１
回
分
を
合
算
し

て
も
10
ａ
当
た
り
４
２
２
０
円
と
、
耕

起
慣
行
区
の
43
％
、
つ
ま
り
57
％
の
削

減
に
な
る
。

こ
こ
に
経
営
的
可
能
性
と
し
て
「
生

産
費
の
削
減
」
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。

コ
メ
で
あ
れ
ば
米
価
の
低
迷
が
あ
り
、

そ
れ
以
外
の
作
物
で
も
生
産
資
材
や
人

件
費
の
高
騰
が
共
通
に
な
っ
て
い
る
。

農
業
生
産
所
得
の
低
下
を
嘆
く
よ
り
も

前
に
す
べ
き
こ
と
は
コ
ス
ト
高
の
慣
行

法
の
見
直
し
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

経
営
的
可
能
性
②

投
下
労
働
時
間
当
た
り
の
収
益
向
上

先
ほ
ど
作
業
速
度
に
触
れ
た
が
、
耕

起
に
要
し
た
時
間
は
各
回
10
ａ
当
た
り

28
分
、
こ
れ
が
３
回
で
、
耕
起
慣
行
区

は
84
分
／
10
ａ
だ
っ
た
（
図
６
）。
ラ
ウ

ン
ド
ア
ッ
プ
マ
ッ
ク
ス
ロ
ー
ド
処
理
区

で
は
、
そ
の
散
布
が
10
ａ
当
た
り
４
・

２
分
で
終
わ
り
、
耕
起
１
回
分
を
加
え

て
も
32
分
／
10
ａ
と
、
耕
起
慣
行
区
の

38
％
、
つ
ま
り
62
％
の
削
減
に
な
る
。

本
誌
で
は
子
実
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生

産
の
有
効
性
を
盛
ん
に
訴
え
て
き
た

が
、
そ
の
評
価
軸
の
一
つ
に
投
下
労
働

時
間
の
短
さ
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
移
植

水
稲
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
る
が
、
乾
田

直
播
に
変
更
し
て
ロ
ー
タ
リ
ー
ハ
ロ
ー

や
田
植
機
の
使
用
を
取
り
や
め
、
高
速

作
業
が
可
能
な
非
駆
動
型
の
ス
タ
ブ
ル

カ
ル
チ
や
ド
リ
ル
シ
ー
ダ
ー
に
切
り
替

え
れ
ば
、
投
下
労
働
時
間
は
さ
ら
に
短

縮
さ
れ
る
。
仮
に
コ
メ
の
販
売
単
価
が

安
く
、
面
積
当
た
り
の
収
益
が
低
く
て

も
、
投
下
労
働
時
間
当
た
り
で
考
え
れ

ば
慣
行
法
よ
り
も
収
益
性
は
高
く
な

る
。
こ
こ
に
経
営
的
可
能
性
と
し
て「
投

下
労
働
時
間
当
た
り
の
収
益
向
上
」
が

浮
か
び
上
が
っ
た
。

経
営
的
可
能
性
③ 

収
量
の
阻
害
要
因
を
未
然
に
断
つ

そ
も
そ
も
耕
起
で
の

除
草
は
万
能
な
の
か
。

実
態
か
ら
す
る
と
必
ず

し
も
そ
う
と
は
い
え
な

い
。
除
草
目
的
で
耕
起

し
た
の
に
雑
草
が
生
え

て
き
て
頭
を
抱
え
た
経

験
を
持
つ
農
業
者
も
い

る
だ
ろ
う
。

特
に
水
田
土
壌
に
つ

い
て
は
粘
土
質
で
耕
起

し
づ
ら
く
、
大
き
な
土

塊
が
残
っ
て
し
ま
う

（
写
真
３
）。
何
度
耕
起

し
て
も
既
発
生
雑
草

（
埋
没
株
）
は
枯
死
せ

ず
に
再
生
し
て
く
る
。

耕
起
前
に
ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
マ
ッ
ク
ス

ロ
ー
ド
を
散
布
し
、
根
ま
で
枯
ら
し
て

お
く
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

地
域
特
性
も
あ
る
が
、
九
州
で
の
麦
の​

栽
培
で
は
耕
起
と
播
種
を
経
て
、
出
芽
前

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
土
壌
処
理
除
草
剤
を
散

布
す
る
除
草
体
系
が
あ
る
。
し
か
し
、​

ス
ズ
メ
ノ
テ
ッ
ポ
ウ
は
そ
れ
に
効
果
が
高

い
と
評
価
さ
れ
て
い
る
土
壌
処
理
除
草

剤
で
も
抑
え
切
れ
ず
、
農
研
機
構
九
州

沖
縄
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
の
デ
ー
タ
に

よ
る
と
、
雑
草
害
で
麦
の
収
量
が
32
％

減
収
し
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

北
海
道
を
除
く
九
州
以
外
の
地
域
で写真３：粘土質土壌では耕起しても既発生雑草は土塊内で枯死せずに再生してくる。

図６：雑草管理期間の10a当たり作業時間� （単位：分）

試験区 作業内容 内訳 合計 時間比率

ラウンドアップ
マックスロード処理区 散布１回＋耕起１回 4.2×1＋28×1 32 38%

耕起慣行区 耕起３回 28×3 84 100%

図５：10a当たり総合コスト比較� （単位：円）

試験区 内訳 合計 コスト比率

ラウンドアップ
マックスロード処理区 920×1＋3,300×1 4,220 43%

耕起慣行区 3,300×3 9,900 100%
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特 集 シリーズ ラウンドアップマックスロードの
５リッター少水量散布という除草技術がもたらす経営的可能性

効
率
化
」
と
「
ワ
ン
マ
ン
オ
ペ
レ
ー
シ

ョ
ン
」
だ
っ
た
。
P
a
r
t
１
の
後
半

で
も
述
べ
た
が
、
給
水
回
数
が
20
回
か

ら
１
回
に
激
減
し
、
そ
の
１
回
で
10​

ha

を
散
布
で
き
て
し
ま
う
と
い
う
よ
う
な

こ
の
事
実
こ
そ
が
最
大
の
衝
撃
だ
。
そ

の
衝
撃
を
自
身
の
経
営
に
取
り
込
み
、

作
付
品
目
全
体
に
反
映
さ
せ
る
こ
と

で
、
経
営
へ
の
波
及
効
果
は
何
倍
に
も

な
る
。
す
べ
て
は
慣
行
を
疑
う
こ
と
か

ら
始
ま
る
。

す
。
散
布
水
量
が
少
な
い
で
す
け
ど
、

足
元
は
き
ち
ん
と
か
か
っ
て
白
い
点
々

が
結
構
付
い
て
い
る
の
が
確
認
で
き
ま

す
。
本
当
に
効
率
が
良
く
て
い
い
で
す
。

茨
城
県
の
大
型
法
人
経
営

通
常
は
２
t
車
に
１
０
０
０
ℓ
の
水

タ
ン
ク
を
二
つ
積
ん
で
母
ち
ゃ
ん
に
運

ん
で
も
ら
う
ん
で
す
け
ど
、
そ
の
間
、

技
能
実
習
生
が
何
し
て
い
れ
ば
い
い

の
？
と
な
っ
ち
ゃ
い
ま
す
。
そ
れ
が
ラ

ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
マ
ッ
ク
ス
ロ

ー
ド
な
ら
希
釈
水
量
５
ℓ
／

10
ａ
と
い
う
こ
と
で
散
布
水

量
が
減
る
か
ら
１
人
（
ワ
ン

マ
ン
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
で

仕
事
で
き
ま
す
よ
ね
。
１
０

０
０
リ
ッ
タ
ー
の
ハ
イ
ク
リ

ブ
ー
ム
に
Ｕ
Ｌ
Ｖ
５
を
付
け

て
希
釈
液
を
満
載
し
た
ら
、

１
回
の
給
水
で
20​

ha
も
可
能

で
す
か
ら
ね
。

​
以
上
、
ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ

マ
ッ
ク
ス
ロ
ー
ド
の
ラ
ウ
ン

ド
ノ
ズ
ル
Ｕ
Ｌ
Ｖ
５
を
用
い

た
５
ℓ
／
10
ａ
少
水
量
散
布

と
い
う
除
草
技
術
が
も
た
ら

す
経
営
的
可
能
性
を
浮
か
び

上
が
ら
せ
て
き
た
。
最
後
は
、

「
給
水
回
数
の
激
減
に
よ
る

の
麦
の
栽
培
で
は
、
土
壌
処
理
除
草
剤

の
散
布
時
に
茎
葉
処
理
除
草
剤
を
混
用

し
て
１
０
０
ℓ
／
10
ａ
で
処
理
す
る
除

草
体
系
が
あ
る
。
図
３
〜
６
で
示
し
た

移
植
水
稲
で
の
提
案
の
よ
う
に
、
ラ
ウ

ン
ド
ア
ッ
プ
マ
ッ
ク
ス
ロ
ー
ド
を
耕
起

前
に
散
布
す
れ
ば
、
散
布
作
業
が
１
回

増
え
る
が
、
耕
起
回
数
は
減
ら
せ
る
こ

と
か
ら
ト
ー
タ
ル
で
の
作
業
回
数
は
削

減
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
減
収
幅
を
考

慮
す
れ
ば
い
ず
れ
を
選
ぶ
べ
き
か
は
自

明
だ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ス

ズ
メ
ノ
テ
ッ
ポ
ウ
に
悩
ま
さ
れ
な
く
な

れ
ば
御
の
字
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
に
経
営
的
可
能
性
と
し
て
「
収

量
の
阻
害
要
因
を
未
然
に
断
つ
」
が
浮

か
び
上
が
っ
た
。

経
営
的
可
能
性
④

給
水
回
数
の
激
減
に
よ
る
効
率
化

経
営
的
可
能
性
⑤

ワ
ン
マ
ン
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
マ
ッ
ク
ス
ロ
ー
ド

の
ラ
ウ
ン
ド
ノ
ズ
ル
Ｕ
Ｌ
Ｖ
５
ブ
ー
ム

ス
プ
レ
ー
ヤ
用
に
よ
る
散
布
体
験
会
が

各
地
で
開
か
れ
て
き
た
。
そ
の
な
か
か

ら
ユ
ー
ザ
ー
の
生
の
声
を
紹
介
し
た
い
。

三
重
県
の
大
型
法
人
経
営

こ
れ
ま
で
は
５
０
０
リ
ッ
タ
ー
の
ハ

ラウンドアップマックスロードのラウンドノズルＵＬＶ５を用いた５ℓ/10ａ少水量散布を行なえば、
水タンクを載せた軽トラックを同行させる必要もなくなる。

イ
ク
リ
ブ
ー
ム
で
50
ａ
散
布
し
て
き
た

わ
け
で
す
け
ど
、
３
０
０
０
ℓ
の
水
タ

ン
ク
で
井
戸
ま
で
な
ん
べ
ん
も
汲
み
に

行
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
点
、

ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
マ
ッ
ク
ス
ロ
ー
ド
な

ら
希
釈
水
量
５
ℓ
／
10
ａ
と
い
う
こ
と

で
１
回
給
水
し
た
ら
随
分
な
面
積
が
行

け
る
の
で
、
か
な
り
の
省
力
化
と
、
補

助
員
も
楽
で
き
ま
す
よ
ね
。
な
ん
せ
水

の
補
給
が
果
て
し
な
く
減
り
ま
す
か

ら
。
大
豆
耕
起
前
の
散
布
で
一
番
使
い

た
い
で
す
ね
。
10
ａ
50
ℓ
と
か
70
ℓ
と

か
１
０
０
ℓ
で
散
布
し
て
き
ま
し
た
け

ど
、
Ｕ
Ｌ
Ｖ
５
で
の
５
ℓ
／
10
ａ
散
布

で
は
そ
れ
ら
の
水
量
と
ほ
と
ん
ど
変
わ

り
な
く
効
果
を
実
感
で
き
ま
し
た
。

佐
賀
県
の
大
型
法
人
経
営

Ｕ
Ｌ
Ｖ
５
で
の
５
ℓ
／
10
ａ
散
布
は

ず
ー
っ
と
期
待
し
て
い
た
ん
で
す
よ
。

い
つ
で
き
る
の
か
、
い
つ
で
き
る
の
か

っ
て
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
い
ま

ま
で
は
軽
ト
ラ
で
５
０
０
ℓ
の
水
タ
ン

ク
を
１
日
十
何
回
も
運
ん
で
い
た
の
で

も
う
大
変
で
し
た
。
ピ
ス
ト
ン
輸
送
で

ね
。
そ
れ
を
考
え
れ
ば
ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ

プ
マ
ッ
ク
ス
ロ
ー
ド
な
ら
５
０
０
リ
ッ

タ
ー
の
ハ
イ
ク
リ
ブ
ー
ム
に
１
回
の
給

水
で
約
10​

ha
も
散
布
で
き
る
の
で
助
か

り
ま
す
。
作
業
効
率
が
断
然
上
が
り
ま

す
よ
ね
。
コ
ス
ト
も
時
間
も
下
が
り
ま


